







































































































































































加えた。なお、ポスターでは調査期間を延長し、データの up date を行う予
定である。
【結果】報告されたプレアボイドは、病棟担当者164件・調剤室担当者143件で
あった。そのうち、提案型の割合は前者22.6％・後者20.3％であった。また、
ポスターにて提案型プレアボイドの具体的な事例を挙げたい。
【考察】当院における提案型プレアボイドの割合は全体の約2割であり、まだ
まだ薬剤師が薬物治療へ介入する余地があると思われる。指摘だけではなく薬
剤師の見解を提案することで議論が深まり、患者さんにとってより良い解決法
が導き出せる可能性もある。今後は、提案型プレアボイドの割合を上げること
で、薬物治療の質の向上および薬剤師のスキルアップにつなげたいと考えてい
る。
10月
15日
（木）
一般演題・ポスター
